
範囲 人数（人）

5/27 合人社ｳｪﾝﾃﾞｨひと・まちﾌﾟﾗｻﾞ

11/11 ゆいぽーと

毎月1回　11回/年 全13回 広島市内公共施設

4/21 郷原小学校 保護者

5/15 安田女子大学 学生

6/17 ゆいぽーと 一般市民

10/6 青少年育成県民会議 一般市民

11/4 広島市中途失聴・難聴者協会 協会員

11/10 全6回 あゆみ保育園 保護者

10/18 仁方公民館

11/28 石内公民館

毎月第2金曜・毎月第4土曜　24回/年 全26回 中区

12/13・1/17・2/14・3/14 坂町 一般市民

10/9・11/6・12/11・12/19・1/29・2/19・2/26
全11回

広島市内公共施設
メンタルヘルスケアに
関心のある市民

毎月第2水曜　12回/年　・　6/29 安芸高田市 職員

7/31・10/30・11/27 ゆいぽーと 一般市民

10/9 呉三津田高校 保護者

1/23 全18回 尾道市役所 職員

9/29 中区

月1回木曜　4回/年 中区

月1回土曜　3回/年 全8回 広島市内公共施設

委 2/17
全1回

府中町ハッピーズ 6
乳幼児と

その保護者と支援者
11

主 29
当法人の活動に
関心のある市民

－ 159,951

委 原則第3・第4火曜　18回/年
全18回

広島市内公共施設 28
託児支援を
要する市民

39 46,016

第2月曜　7回/年 呉市

第2月曜　6回/年 呉市

4/23・6/25 呉市

第1火曜・第4木曜　29回/年 中区

第4木曜　5回/年 中区

第4金曜　4回/年 中区

第2木曜　10回/年 中区

9/11 安佐南区

2/13・3/13 矢野

2/26・3/26 海田

第2金曜　全5回 全73回 海田

4/27・5/27・6/22・7/6・9/21・10/26・11/30 広島市内公共施設

1/19・2/2・3/9 広島市内公共施設

6/15・7/27・8/3・10/4・11/29 全15回 中区

－ － － －

－ － － －

－ － － －

合計 408 － 2,177 5,643,048

実施していません

実施日・回数

4

※ その他の事業は実施していません。

15 子育て中の親 252

(5) 幼児虐待予防のための
　　　　　　子育て支援活動事業

144
乳幼児と
その保護者

628

3,341,566主

(6) 地域の育児サークルの

　　　　　　　　　　　　　   活性化事業

(7) 地域の老人と子どもを結ぶ

       タッチ・コミュニケーション事業

(8) 家庭円満のための

    　 タッチ・コミュニケーション事業

実施していません

215,830

乳幼児と
その保護者

259

335,311

主

31 138

毎月2回　　全24回　メールマガジン配信

全5回　　　　　　　　　会報誌 『ハートフル通信』

413

308

82

平成30年度　事業報告書
平成30年4月1日　～　平成31年3月31日まで

１．事業の成果（目的、成果、課題）

２．事業の実施に関する事項

特定非営利活動法人日本タッチ・コミュニケーション協会

実施していません

（1）特定非営利活動に関わる事業

事業費の
総額（円）

(3) タッチ・コミュニケーションの

                                 会報事業

(4) ファミリーケアとしての
　　　タッチ・コミュニケーション事業

受益対象者
事業名 事業内容

従事者の
人数（人）実施場所

委 9

1,038,074

506,300

０．講演会

(

1

)
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生涯学習に
関心のある市民

23

104１．実践講座

２．メンタルヘルスケア

委

主 11

委

(2) タッチ・コミュニケーション

　　　　　　　　　　 指導者育成事業

主 8
子育て支援に
関心のある市民

47

（１） タッチ・コミュニケーション一般向け普及事業 

 （目的）全ての方々、とりわけ将来を担う子どもの心と体の健康増進の目的でタッチ・コミュニケーションプログラムを広く社会に提唱する

ため。 

 （成果）【講演会】定期総会教育講演会 1 回、プレミアム講演会 11 回を主催、広島市男女共同参画推進センターにて共催 1 回、委託事業

は、学校、大学などの講演会で 6 回講義した。【実践講座】公民館などで育児支援講座 26 回を開催した。【メンタルヘルスケア】メンタル

ヘルスに関心のある市民に向けて 7 回、災害ストレスの心の復興支援として 4 回講座を開催。公共メンタルカウンセリング 16 回受託、三

津田高校、尾道市役所でのメンタルヘルスセミナーを 2 回開催した。 

（課題）職場のメンタルヘルス対策への委託事業が減少している。 
 

（２） タッチ・コミュニケーション指導者育成事業 

（目的）タッチ・コミュニケーションを指導、普及することができる指導者養成、さらに指導者のスキルアップのため。 

（成果）プレゼンテーションワークなどフォローアップのセミナーを 8 回（含む一般受講者）、府中町から 1 講座を受託した。 

（課題）セミナーは好評であったが、当法人の活動にすぐに関われる新たな指導者の発掘には至らなかった。指導者の人材不足。 
 

（３） タッチ・コミュニケーションの会報事業 

（目的）当法人の活動普及を図るため。 

（成果）メルマガの配信 24 回、会報誌「ハートフル通信」を年 5 回発行した。 （課題）郵便の値上げによる予算超過。 
 

（４） ファミリーケアとしてのタッチ・コミュニケーション事業 

（目的）育児中の親の子育ての学びを託児で支援するため。 （成果）託児業務を 18 回行った。 （課題）託児支援者の人材不足。 
 

（５） 幼児虐待予防のための子育て支援活動事業 

（目的）育児不安や育児疲労などに起因した子ども虐待を予防し、さらに自己肯定感の高い健全な次世代育成に繋げるため。 

（成果）乳幼児とその保護者に向けて育児力 UP セミナーを 73 回（託児付き）、特に中区を重点地域として開催した。 

子どもの心の発達段階に合わせて、親の学びをステップアップさせる各種セミナーを全 15 回開催した。 

（課題）昨今、育休期間を早めに切り上げて職場復帰される方が増えているため、ゆっくり子育てについて学んでいただくことが難しく 

なっている。子育てについての学習意欲が持てないまま職場復帰されないように、どのようにしたら子育ての生涯学習に興味を 

持っていただけるのか、今後、企画や告知、そしてプログラム工夫が必要である。 


